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1　は　じ　め　に

既成園におけるオウトウ樹は，樹が大きくなり，管理作

業特に収穫作業に多くの労力を亡、要とするので，作業の省

力化と安全性をはかる必要がある。

そこで，既成園での樹高を切り下げて，樹形を改善する

方法と改善後の樹形維持について，昭和55年から59年まで

検討したので，その成果を報告する。

2　試　験　方　法

川　供試樹：ナポレオン　30年生（樹勢中）

同　上　　20年生（樹勢弱）

（21供式は場：現地（中山町長崎）

18）試験区

改造区は，昭和55年春に主幹部の切り下げを行い，樹高

を制限した。樹形も変則主幹形から遅延関心形に改造し，

日当たりの良い樹形とし，樹の下部にまで結果部位を多く

するようにした。

また，対照区は変則主幹形のままとし，慣行せん定を行っ

た。

（4）試験規模：1樹1区　2反復

（樹勢中・樹勢弱各1樹）

蓑1年次別樹高及び樹幅

㈲　調査項目と方法

l）樹体の生育

落葉後に，樹高，樹幅，幹周，新しょう長を調査した。

幹周は接木部位より30（¶上部，新しょう長は目通りの高さ

の30本について測定した。

2I　花束状短果枝数

春のせん定時に，せん去及び残存花束状短果枝数を調査

した。残存花束状短果枝数は，3桝以上と3〝‡以下の高さ

別に分けて調査した。

3）収量

収穫前に全着果数を調査し，平均果垂を乗じて求めた。

4）果実品質

収穫姶時に1樹当たり100果（着色の70％以上のもの）

を収穫し，果重，屈折計示度を調査した。

3　試　験　結　果

（日　樹体の生育

改造区は，表lに示すように樹高を制限し，骨組を改造

した結果，日当たりのよい樹形となったが，処理1年目

（55年）及び処理2年目（56年）は，新しょう長が対照区

より長く，徒長枝の発生も多く，樹勢が良くなった○

しかし，処理3年目（57年）になると，新しょうの伸び

　 項目

試験区 皮

樹　　　　　 高 （椚） 樹　　　　　 幅 （桝）

処理前　 55　　 56　　 57　　 5 8　　 59 処理前　 55　　 56　　 57　　 58　　 59

樹 鮒 芸芸 6．3　　 5．5　　 6．0　　 5．7　　 6．1　 4．8 8．1　 7．6　　 8．6　　 8．5　　 9．3　　 9．0

6．6　　 6．0　　 6．6　　 5．9　　 6．4　　 5．7 8．4　　 8．0　　 臥6　　 9．1　 10．1　 9．6

臓 弱 芸芸 5．7　　 4．9　　 5．3　　 5．6　　 6．4　　 5．4 5．6　　 5．6　　 6．7　　 7．6　　 7．1　 7．6

5，6　　 5．1　 6．0　　 5．2　　 6．0　　 5．2 7．0　　 7．0　　 5．8　　 6．4　　 5．9　　 6．2

表2　年次別新しょう長及び幹周

　 目

試験区 皮

新　 し　 ょ　う　長 （価） 幹　　　　　 周 （爪）

55　　　 56　　　 57　　　 58　　　 59 55　　　 56　　　 57　　　 58　　　 59

樹糾 芸芸 16．9　　 19．7　　 13．6　　 18．7　　 10．6 123　　 128　　 133　　 142　　 14 3

9．9　　 16．1　　 9．9　　 16．6　　　 8．2 123　　 134　　 140　　 14 5　　 145

樹鰯 芸芸 2．9　　 1台．8　　　 4．2　　　 6．9　　　 6．2 85　　　 96　　 104　　 110　　 112

1．4　　　 5．4　　 1．3　　　 3．4　　　 3．8 78　　　 85　　　 87　　　 9 1　　 92
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も少なくなり，樹勢が落ち着きはじめた。

樹高，樹幅については，処理3年日（57年）になると，

樹高は処理前の高さに近づき，樹幅は処理前以上に広くなっ

た。しかし，改造区は，主幹部を切り下げたことによって，

樹冠中央部の樹高は，対照区より低く，樹冠内の受光体制

は改善された。

なお，樹勢中改造区の樹高は，昭和59年春に主幹部をさ

らに切り下げて，SJ〃以下とした。

（2）花束状短果枝の着生

処理時の改造区の花束状短果枝のせん去率は，42．6％で

対照区の約2．5倍のせん去率であった。

表3　年次別花束状短果枝数

主幹部を切り下げたことによって，改造区の総花来状短

果枝数は減少し，処理3年日（57年）までは，改造前の着

生数に及ばなかった。

残存花束状短果枝数についても，樹勢中改造区では処理

3年目（57年）まで，樹勢弱改造区では処理2年目（58年）

まで，それぞれ対照区より少なくなった。

しかし，主幹部の切り下げによって，樹冠内への受光体

制が改善された結果，改造区は，3〝‡以下の花束状短果枝

の着生割合が，処理3年目（57年）から対照区より多くなっ

た。処理4年日（58年）になると，改造区の総花来状短巣

枝数は，改造前の着生数を上まわった。

項 目

試 験 講 度

総 花 束 状 短 果 枝 数 （個 ） 残 存 花 束 状 短 果 枝 数 （同 率 ） 3 〝l 以 下 の 花 束 状 短 果 枝 数 （同 率 ）

5 5　　 5 6　　 57　　 5 8　　 5 9 5 5　　 5 6　　 5 7　　 58　　 59 5 6　　　 57　　　 5 8　　　 59

樹 改 造

勢

中 対 照

1 0 ，0 3 5　 6 J 6 7　 7，7 7 7 12 ．86 9　 8 ，36 7
5，0 4 8　 4 ．5 2 7　 7 ，7 7 7 10 ，38 3　 6 ．3 20 2 ，1 23　 4 ，4 47　 5，2 9 8　 4 ，0 8 7

（50 ．3 ） （7 3 ．4 ） （10 0 ）（8 0 ．7 ）（7 5．5 （4 6 ．9 ） （5 7 ．2 ） （5 1 ．0 ） （6 4 ．7 ）

9 ．8 54　 9 ，8 5 3 1 1，5 0 6 10 ．＄18　 7 ，0 9 8
8 ，0 2 1 7 ，2 2 6　 8 ，5 48 10 ，0 12　 5 ，3 56 3 ，25 2　 3 ，3 30　 4，3 7 1　 2 ．5 15

（8 1．4 ） （7 3 ．3 ） （7 4 ．3 ） （9 2 ．5 ）（7 5 ．5 （4 5 ．0 ） （5 1 ．5 ） （4 3 ，9 ） （5 3 ．0 ）

樹 改 造

勢

弱 対 照

5 ，6 5 4　 4，0 9 2　 4．3 8 0　 6 ，5 2 7　 5 ，18 8
3 ，2 3 7　 3，0 8 3　 4 ．3 80　 5 ．3 16　 4 ．4 3 2 1，9 0 8　 2 ，20 5　 2，4 1 0　 2，5 7 5

（57 ．3 ） （7 5 ．3 ） （1 0 0 ） （8 1 4 ）（8 5 ．4 （6 1．9 ） （50 ．3 ） （4 5 ．3 ） （5 8 ．1 ）

5 ．5 13　 4 ，17 6　 3 ．17 9　 3 ，1 5 8　 2 ，3 46
4 ，6 3 0　 3 ．0 8 0　 2，9 3 2　 2 ．8 88 1 ．8 8 7 1，4 2 9　 2 ，17 5　 1，2 1 3　　 7 4 0

（84 ．q ） （7 3 ．7 ） （9 2 ．7 ） （9 1 ．5 ）（8 〔 4 （46 ．4 ） （4 1．2 ） （4 2 ．0 ） （3 9 ．2 ）

3椚以下の花束状短果枝数及びその着生割合は，改造区

が対照区に比較して多く，樹の下部にまで結果部位を多く

することができた。

ほ）収量

主幹部を切り下げたことによって，樹冠内が明るくなっ

た結果，花束状短果枝が樹の下部にまでよく着生するよう

になり，結実も良くなった。

このため，改造区の収量は，処理3年目（57年）から対

義4　年次別果実品質及び収量

照区に比較して大幅に増大した。

川　果実品質

処理l年目（55年）及び2年目（56年）は，一果垂，屈

折計示度ともに，改造区が対照区に比較してやや優る傾向

が認められた。しかし，処理3年日（57年）以降は，一乗

垂，屈折計示度ともに処理区間に差が認められなかった。

これは，改造区の着果量が対照区より多くなったために

果実品質に明らかな差が認められなかったものと考えられる。

　 項 目

試 験 区 年 度

一　 果　 重　 （ダ ） 屈 折 計 示 度　 （％） 収　　 量 （匂 ）

5 5　　　 5 6　　　 5 7　　　 5＄　　　 5 9 5 5　　　 5 6　　　 57　　　 5 8　　　 59 5 7　　　 5 8　　　 5 9

樹 勢 中 芸 芸 7．0　　 6．9　　 4．9　　 5．8　　 5．7 13 ．0　 12 ．1　 14 ．8　 15 ．3　 1 1．1 1 30 ．0　　 9 3 ．7　 2 25 ．1

6 ．2　　 6．5　　 5．8　　 5．9　　 5．2 1 2 ．6　 11 ．7　 16 ．4　 15 ．4　 1 1．2 9 1．0　　 5 7 ．8　 1 43 ．4

樹 勢 弱 芸 芸 5．7　　 5．5　　 4．5　　 4．9　　 4．8 15 ．0　 14 ．2　 16 ．6　 15 ．4　 1 1．6 6 8 ．0　　 4 5 ．8　 1 0 3．3

5 ．1　 5．2　　 4．4　　 5．2　　 4．8 1 4 ，0　 13 ．9　 16 ．0　 15 ．4　 1 1．6 3 3．0　 16 ．9　　 5 6 ．8

4　ま　　と　　め

オウトウ成木の王幹部を切り下げて樹高を制限し，樹形

も変則主幹形から遅延関心形に改造し，日当たりの良い樹

形に改善した。

その結果，改造区は，処理3年日（57年）から樹勢が落

ち着き，処理4年日（58年）から花束状短果枝の着生が対

照区より多くなり，樹の下部にまでよく着生するようにな

り，収量も対照区より大幅Iこ増大した。

そして，収穫労力を主体とする管理作業の省力化が可能

な樹形となった。
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